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to	answer	your	questions．We	help	you	acquire	useful	 language	 learning	skills	 to	enrich	
your	academic	life	at	PolyU.
つまり、CILLは学生が一人で、あるいはグループで自主的に外国語を学習する場である。そこ
は単なる空間の提供だけではなく、さまざまな情報が提供され、資料が整備され、質問コーナーが
設置され、セミナーが開催されている。英語に関するものがほとんどだが、中国語、及びその他の
外国語についての書籍も若干ある。
CILLが提供する主なサービスは次の通りである。
Speaking	Assistance	Programme
Writing	Assistance	Programme	
Help	Desk
Learning	Pathways
Certificate	Award	Scheme
Seminar	Series
Cultural	Materials	Corner
Movies	for	Language	Learning
Books	for	the	Month
English	Book	Fair
CILL	tour
特に、アウトプット（speaking、writing、presentation）能力向上についてはさまざまなセミナ
ーを開催する他、個人的な質問や相談を受け付けている。
次に、CILL内で閲覧、貸出が可能な資料であるが、下記のように記載されている。
Language	learning	materials	（English	and	other	languages）
Language	learning	videos
Magazines	and	newspapers	
Movies	and	TV	programmes
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Multimedia	programmes
Practice	examination	materials	（English	and	Putonghua）
Presentation	room	for	booking
2.4.2　サービスの詳細
では、香港理工大学における以上のサービスと資料について詳しく見ていこう。CILLの開館時
間は平日9：30～20：00で、週末は土曜日のみ9：00～12：00となっている。香港理工大学は香港
の中心部に位置する都市型の大学で、その地の利を活かした社会人対象のコースも多く設けられて
おり、図書館は24時間オープンしている。CILLは資料の閲覧や貸し出し、セミナーやさまざまな
アシストを受けるだけでなく、学生が自由に自学自習に使える場でもある。
閲覧可能な資料としては、右の写真のように、辞
書、文法書、ライティング関連の参考書・マニュアル
本、語彙増強の本、副読本としての最新のペーパーバ
ックが開架式の書棚に並べてある。英語の書籍が中心
であるが、次に中国語の書籍が多く、あとはフランス
語、ドイツ語、スペイン語、日本語などの本が並んで
いる。
新聞・雑誌も充実している。新聞はInternational	
New	York	Times、	The	Straits	Times（シンガポー
ル）などの他にSouth	China	Morning	Postなどの地元
の英字新聞も閲覧可能となっている。雑誌はTIME、	
The	Economist、Fortune、The	National	Geographicなど、英語圏でも一般読者向けの雑誌が用意
されている。こういった新聞・雑誌は図書館でも読むことができるが、CILLにおいても提供され、
学生は自由に読むことができる。
香港では就職の際に英語力、とりわけIELTSのスコア
が重視されていることは先に述べた。そのため、香港理
工大学をはじめとする香港の大学ではIELTSなどの英語
資格試験の対策に力を入れている。そのため、CILLで
は、IELTSをはじめ、ケンブリッジ英語検定、TOEFL、
TOEIC、GMAT、GREなど、イギリス、アメリカの大
学への入学の際に要求される英語資格試験、共通試験の
問題集、参考書、対策本が充実している。こういったテ
キストの閲覧や貸し出しの他にも、イギリス、アメリカへの留学を志す学生の英語力増進を支援す
るために、IELTSやTOEFLのスコアアップを目指したセミナーが開催されている。
視聴覚教材としては、IELTSやTOEFLのリスニング問題対策の参考書や教材用CDの他に、映画
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やテレビドラマシリーズのDVDも用意され、CILL
内で鑑賞できるようになっている。こういった
DVDは娯楽として鑑賞するのではなく、英語や英
語圏文化を知るための学習として視聴することが学
生に求められており、そのためにCILL所属の教員
が、それぞれのDVD作品について詳細な解説を作
成し、学生の学習の便宜を図っている。その内容
は、映画の内容の解説（文化的背景や扱っているテ
ーマの鑑賞のポイント）、重要な英語表現、部分的
なトランスクリプトであり、映画のタイトル毎にフ
ァイルにまとめられている。学生は、この資料を参考にして、映画やテレビドラマシリーズの概要
を理解するだけでなく、さまざまな英語表現を学び、自身の英語運用能力増強につなげている。
CILLには資料閲覧や自習用のテーブル、DVDを見るためのパソコンが設置されたブース、学生ど
うし、あるいは学生とチューターの談話スペース（ソファーが数脚置かれていて、CNNなどの英
語ニュースを常時流しているモニターがある区画）の他に、上の写真のような小さな部屋がいくつ
か準備されている。たとえば、CILL	Teaching	Roomでは、CILLスタッフが個別に学生の相談に応
じたり、小さなグループでの学習セッションやミニレッスンが行われる。事前の予約が必要であ
り、使用頻度も限られているが、すべての学生にオープンである。
それ以外にも、個別の訓練に特化した部屋もある。CILLが提供するサービスの中に、Speaking	
Assistance	Programme、Writing	Assistance	Programmeが挙げられていたが、英語のスピーキン
グ及びライティング指導の部屋が確保されている。それは、この２つのスキルに関するアシストに
学生の需要が集中するからである。こちらも事前の予約が必要で、また回数の制限もある。プレゼ
ンテーションの予行演習を目的とした部屋もあり、ここには必要な機材（スクリーン、プロジェク
ター）の他に、プレゼンテーションを録画して確認するための機材（ビデオカメラ、デッキ、モニ
ター）も用意されている。この部屋は学生が単独でも使用できるが、チューターの前で模擬プレゼ
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ンテーションを行い、アドバイスを受けることもできる。
CILLでは、English	Reading	Clubや各種ミニレッスン、セミナーを開催し、学生の英語スキルア
ップを応援している。こういったセミナーは、単に英語運用能力を強化するだけではなく、就職に
有利なスキルも学べる場となる。また、CILLでは英語の４技能、プレゼンテーションスキル向上
のポイント、参考になるURLを掲載したインフォメーションシートや、Listening、Speaking、
Reading、Writing、Pronunciation、Grammarのワークシートも無料で配布している（上の写真）。
ヘルプデスクでは、CILL所属の教員がさまざまな質問に答えてくれるが、上の右側の写真にある
ように英文のチェックや校正は受け付けない。
最後にCILLのウエブサイトを紹介したい｡ 19	このウエブサイトから、ELC/CILLが提供するさま
ざまなサービスの最新情報にアクセスすることができる。また、Speaking	Assistance	Programme	
（SAP）	とWriting	Assistance	Programme	（WAP）	の予約をすることができ、Dictionary、Grammar、
Listening、Presentations、Pronunciation、Reading、Speaking、Vocabulary、Writingなどの英語
学習に便利な情報や自学自習のためのページにアクセスできる。
19　Cf.	https://elc.polyu.edu.hk/cill/
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たとえば、Dictionaryをクリックすると、オンライン上の各種辞書が使用できる。Writingでは、
メモ、E-mail、手紙、エッセイ、レポートの基本的な書き方から、論文の参考文献一覧の作成法、
アイディアのまとめ方、プランなどが細かく説明されている。また、それぞれのトピックに関して
さらに情報を得たい学生のために、関連するウエブサイトへのリンクが張り付けられている。ま
た、The	Writing	and	Reading	Requirementsというページでは、Learning	videoを視聴することが
できる（視聴したいテーマをクリックすると、YouTubeにジャンプする）。なお、このウエブサイ
トのコンテンツ、及び200本以上のビデオクリップはすべてELCの教員の作成によるものである。
香港理工大学のみならず、本稿で紹介したいずれの大学も、自学自習のためのウエブサイトは非
常に充実している。SACなどの自習スペースの確保や対面式のサポートも重視する一方で、時間
と場所を選ばない学習が可能なe-learningに力を入れている。しかし、そのコンテンツはアウトソ
ーシングするのではなく、あくまでも学生を直に知っている教員たち自らが協力しあい作り上げて
きたものである。そして、こういったサイトは大学外にも公開し、誰でもアクセスが可能である
（大学によっては一部の内容には学外者はアクセス不可となっている）。
3．おわりに─日本人の英語を考える
以上、前半はシンガポール、マレーシアの英語使用環境について、後半は香港理工大学を中心
に、香港の４つの大学における英語学習支援についての調査結果を報告した。そこから得た知見と
しては、シンガポール、マレーシアのような、われわれの印象からすると英語が十分に「通じる」
国において、現地語がミックスされた英語が話され、政府は標準的な「正しい」英語を学習させる
教育政策をとっていることや、香港のように英語をふだんから使っているように思える国際都市で
あっても意識的に英語を勉強しなければ、英語を使えるようにはなれないということであった。
シンガポールとマレーシアの事例からは、「話す英語」としてはシングリッシュやマングリッシ
ュといった多様な英語が受け入れられても、「書く英語」としては標準的な英語でなければならな
いということがわかる。世界を見渡しても、話し言葉においては、必ずしもイギリス人やアメリカ
人のように話す必要はなく、世界の英語（world	Englishes）を認めようという空気はたしかに存
在する。
主として商売上のコミュニケーションの道具として英語と現地の言語が混合したものをピジン英
語（pidgin	English）という｡ 20	「お久しぶりです」を意味するLong	time	no	see．という英語の表
現があるが、これはまさにピジン英語である。正しくはIt’s	been	a	while．だとか、It’s	been	such	
a	long	time	since	I	saw	you	last．などとなるが、Long	time	no	see．は英語として破格であるとし
ても、母語話者にも使われる。これは、「好久不見」という中国語の漢字一字一字をそのまま英語
に置き換えたものであるという。しかし、これはこれで通じる。黙っているよりは、「文法・語法
なんかいいから、とにかく話してみる」方がよいこともあろう。
20　このpidginはbusinessがなまってできた語である。
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しかし、英語を書くときにも文法を考えなくてもいいだろうか。Long	time	no	see式の英語で十
分だろうか。「マイクは３時にここに来ます」は英語でMike	is	coming	here	at	three	o’clock．とな
る。しかし、話し言葉では、Mike	coming	here	threeで十分「通じる」し、atなどの機能語に強勢
を置くことはない。話し言葉では大切な語が強く、大きく、長く発声されるが、書き言葉はすべて
の語が同じ大きさで書かれる。時刻を表す時にどの前置詞を使ってよいのかわからなければ、話す
ときはそれを言わなくともさほどの問題ではない、しかし、書き言葉では、
Mike	is	coming	here				three	o’clock.（atを書かない）
Mike	is	coming	here	at/on/in	three	o’clock.（迷ってしまい、知っている前置詞を並べる）
Mike	is	coming	here	at	three	o’clock.（自信がないのでatを小さく書く）
というのはいずれも適切でない。つまり、「話す英語」と「書く英語」、そして「通じる英語」と「正
しい英語」は分けて考えなくてはならない。
「とにかく話してみよう」ということであれば、いろいろな英語（Englishes）に触れてみること
は私たちに勇気を与えてくれる。私たち日本人の多くは英語、それも英語を話すことに苦手意識を
持っている。それをなくすには、シングリッシュやマングリッシュのように完璧な英語でなくとも
通じるのだと知ることで､ 21	英語学習のモティベーションを高めていくことにつながるだろう。
日本人が英語を苦手に思う理由として、完璧を好む国民性や、これまでの日本の英語（外国語）
教育では正確な読み書きを目標にしてきたことがあるが、そもそも、日本で生きている限り英語は
必要ない。高等教育においてさえ、1890年代以降は日本語で教育研究を行うことができる。今日、
大学での「英語化」が流行しているが、自然科学の分野でノーベル賞受賞者を出す大学でも、母語
（日本語）のみで卒業できることは私たちの誇りであることを強調しておきたい。
しかし、インターネットの普及やグローバル化の進展により、わが国においても英語を取り巻く
パラダイムは大きくかわりつつある。英語ができなくても問題なく生きてはいけるものの、英語が
できれば世界が広がり、また情報の収集・発信に極めて有利である。したがって、私たちは自分の
ニーズに合わせて、自分で学習法を考えて英語を勉強しなければならない。その時に、シンガポー
ル英語やマレーシア英語の存在や、香港の学生でさえ英語を習得するために不断の努力をしている
ことを知ることは、私たちの英語学習への姿勢を変えるきっかけとなろう。
ヒト、モノ、カネが自由に国境を越え、その動きが地球的規模で拡大していく今日、専門分野を
問わず、このグローバル化時代に活躍するには、説明力、交渉力といったコミュニケーションの手
21　人気タレントの出川哲郎氏や、少し古いところではルー大柴氏のかなり破格の英語（デガワ・イング
リッシュ、ルー語・ちょいグリッシュ）でも、何かを英語（らしきもの）で話しているという姿勢は相
手に伝わり、こちらの言いたいことを理解しようとしてくれる。会話（対話）には相手がいて、理解し
ようと努めてくれる。しかし、書き言葉はそうはいかないので、ルールをしっかり守って文章を書く
必要がある。
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段としての語学力、すなわち英語の実践的運用能力が挙げられる。わが国においても、大学の英語
教育において、いわゆる４技能を発展させた実践的・即戦力的な英語運用能力を学生に習得させる
こと――とりわけ、英語による発信力（スピーキング、ライティング、プレゼンテーション能力）
の強化――が期待されている。
しかし、入試が終わり、日常生活では英語を使用する必然性がほとんどない英語学習のインセン
ティブに欠ける状況で、大学における英語授業の履修時間数も極端に限られていては、その期待に
応えることは容易ではない。このような状況で学生の実践的英語運用能力を維持、発展させていく
には、効率のよい授業カリキュラムの開発、教材・教授法の開発、教員の教育力強化も重要である
が、それにもまして学生の英語自学学習への支援を充実させていかなくてはならない。その中で、
英語学習に対する学生自身のモティベーションを高め、授業外の英語学習時間を確保し、その時間
を有効活用して学生個々人による英語学習を習慣化させていくことが重要になってくる。
その際に、どのような形で学習の機会と方法を与えるか、学生のモティベーションを向上させる
ような自学自習プログラムはどのようなものかについて、香港の大学が実践している対面式手法
（ミニレッスン、セミナー、個人面談）やオンライン学習環境（独自のウエブサイトの整備）など
の情報は今後のわが国における英語教育全般の改善に大きな示唆を与えてくれるものと思う。英語
学習のモティベーションを高めるには、今はまさにLook	east!	の時代なのかもしれない。
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